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まとめ

伝統的神学の再検討

• 西欧の伝統的神学は「普遍的」であることに価値を置いて
きた。

• しかし、それは本当に普遍的なものだったのだろうか？

• 文化
• 人種
• 性
• 階級
• 宗教
• 種

普
遍
性

• 西洋文化
• 白人
• 男性、異性愛
• 支配階級
• キリスト教
• ホモ･サピエンス

西欧神学の相対化と現代神学の多様性 現代神学の多様な潮流
• 世界大戦のただ中から

• 解放の神学

• 黒人神学

• フェミニスト神学

• 終末論

• 宗教の神学

• エコロジーの神学

• 動物の神学

神学とコンテキスト
〈誰が〉 

〈どこで〉 

〈何のために〉 

〈どのような〉

神学を必要とするのか

現代神学および宗教を学ぶ意義
• 現代のコンテキストを理解する。

• 近代化、世俗化、多元化、グローバリゼーション、宗教復興（再聖化）

• キリスト教の多様性を認識する。

• 教派的多様性はその一部に過ぎない。

• 宗教を知ることは人間を知ることである（→リアリティの認識）。

• 宗教は、人間の両極端を見極めるレンズの役割を果たしている。
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リアリティの認識
• 様々な神学的思索と実践が前提としているリアリティをどのように共有するこ
とができるのか。 

• 解放の神学が前提とする「貧しさ」 

• 黒人、女性、LGBT の「苦悩」 

• 対立する価値、宗教と宗教の間の「軋轢」「緊張」 

• エコロジーの神学が視野に入れようとする自然の命の「うめき」 

• 工場畜産や動物実験の犠牲になっている動物たちの「無言」

情報化社会のリアリティ感覚
• ネット依存：手放せないスマホ、やめられないオンライン・ゲーム 

• リアルのバーチャルへの従属：SNSへの投稿、ネット上での商品評価、
欲求のビッグデータ化 

• インスタントな「答え」への依存：Google検索による皮肉な画一性 

• リアルな人間関係からの逃避：多文化社会の中での閉鎖的人間関係（移
民社会の新たな課題）

リアルとバーチャルの長い歴史
• 人類は太古の昔から「バーチャル」を意識してきた。 

• 日常世界と超越的世界の交流。生者と死者の交流。人間と動物の交流。 

• リアルとバーチャルの平衡を見出す知恵としての「不在者の倫理」 

• 今生きている「私」は無数の「過去の不在者」の上に生かされている。
そして「未来の不在者」が生きる世界を作っている。アトム的な個の充
足を超えたコスモロジカルな自己理解への想像力。

神の国のリアリティ
• イエスによる「神の国」のたとえ 

• 「たとえを用いずには語ることはなかった」（マルコ4:34） 

• 誰にでも理解できる日常的な素材（からし種、パン種等）から構成されていた。 

• リアルとバーチャルとの二者択一的な問いを拒絶する 

• 熱心党（政治的な「神の国」：リアル志向）とクムラン教団（超自然的な「神の
国」：バーチャル志向）の比較 

• リアルとバーチャルの間の往還運動の中で、新しいリアリティを紡ぎ出していく。

よりよい世界を作るために
• 世界はなぜ簡単に変わらないのか？ 

• 無関心と既得権益 

• 「愛の対極にあるのは憎しみではない。無関心である。美の対極にあるのは醜さで
はない。無関心である。知の対極にあるのは無知ではない。それもまた無関心であ
る。平和の対極にあるのは戦争ではない。無関心である。生の対極にあるのは死で
はない。無関心、生と死に対する無関心である。」（エリ・ヴィーゼル） 

• 新島襄「良心の全身に充満したる丈夫の起り来たらん事を」 

• 良心（conscience）の原義は「共に知る（考える）」 

• 「良心を世界に──良心を覚醒させる知の連携と知の実践」

ますらお
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